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それぞれの“やりたい” 

～がんばりたいことがある～ 
ある朝のこと。始業時刻間近に登校してきた１年

生が、「今日ねぇ。ママに怒られた。」と話しかけ

てくれました。「どうして怒られたの？」「学校は

楽しいんだけど、楽しすぎて疲れて起きれんかっ

た。」「そうなんだ。学校でいっぱいがんばってる

んだね。」と言うと、にっこりうなずいて教室に向

かって行きました。 

休憩時間の帰り道、砂場での遊びが終わって、教

室に帰る男の子に靴箱の所で出会いました。水を使

って遊んだようで、足元を見ると、くつにはどろに

なった砂場の砂がいっぱいついています。 

「くつがどろだらけになったね。」「大丈夫、俺、走って家に帰りよるけん。家に帰るま

でにはどろが落ちとる。」自信満々です。 

 すると別の男の子が、 

「校長先生、がんばり豆がつぶれた。」 

と言って、手のひらを見せてくれました。手のひら

の真ん中あたりにできた豆がつぶれています。 

「すごい！何をがんばってるの？」 

「うんてい。最後まで行きたいから。」 

子供たちは、がんばっていることが色々あって、

そのことを話したくてたまりません。力一杯エネル

ギーを使って、できるようになりたいと思っていま

す。がんばってたどり着きたい目標があるって、素

敵なことだなと思います。 

 

 

～“やりたい”が見えてくる～ 
３年生の国語の授業です。めあてを確認し、ノートをとり、手

を挙げて発表するといった、日常の風景

です。でも、一人一人をよく見てみると、

ものさしを使ってノートに表を書き、読

み取ったことを丁寧な字で整理している

子、分かったことを発表したくて、指先

までピンッと伸びた挙手をしている子の

存在に気付きます。ノートをきれいに書きたい、自分の分かったこ

とを発表したい、そんな思いが見えてきます。子供たちのやりたい

こと、がんばりたいことを応援したくなります。 

【学校教育目標】  なりたい自分になる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 27日(土)ゆーすふるサンデーと授業参観があります 

ゆーすふるサンデー 

 

〇お子様と一緒に、ごみを拾いなが

ら、危険個所を確認しながら学校

まで歩いてきてください。 

〇児童は、職員玄関前でゴミの分別

をして、参加賞のトイレットペー

パーをもらいます。 

〇雨の場合は、ゆーすふるサンデー

は中止です。 

参観日 

〇保護者の方は、校内放送があるまで 

運動場でお待ちください。 

〇8:40～ 1～5年生は各教室で 

     6 年生は体育館で授業です。 

〇児童は 3校時授業で 11:40 下校です。 

〇雨の場合も 3校時授業です。 

6年生がみんなのためにがんばってくれました 

プール掃除 


